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1. 背景・目的 

福島のような原子力発電所の事故が起こる

と、核反応の核種によって作られた α線放射物

質が外部環境へと飛散する。微弱な環境試料の

α 線測定を行うためには大面積の試料を扱え

る検出器の開発が必要である。しかし、放射線

検出器として主に使用されている半導体検出

器は小型であるので大面積化が難しい。よって、

大面積化が容易である希ガスを用いた電離箱

を考える[1]。希ガス電離箱においては、陽イオ

ンの影響を除去できる分解能の良い Frisch グ

リッド電離箱が主に使われているが、大面積の

ワイヤーグリッドを使用するため、機械的な強

度が弱く衝撃や振動によるノイズを生じてし

まう。そこで我々はそのような問題を解決する

べく、Coplanar電極を用いた希ガス電離箱を開

発した[2] [3]。 

2. 原理 

Coplanar電極では、アノード電極を、電子を

収集する CA と電子を収集しない NCA に分割

し、CA‐NCA 間に電場をかけ、両信号の差を

取る。こうすることで陽イオンの影響を取り除

き、電子のみの信号を得ることができる。 

3. 実験概要 

本研究では、線源として 3 種の α 線源(Np-

237, Am-241, Cm-244)、電離箱として平行平板

型と円筒型を用いてそれぞれ実験を行ってい

る。例として、平行平板型電離箱の電極構造の

概略図を図 1に示した。測定したエネルギース

ペクトルを図 2に示した。 

4. 結果と今後の展望 

得られた分解能はNp-237: 130.17KeV(2.72%), 

Am-241: 106.17KeV(1.94%), Cm-244: 98.97KeV 

(1.70%)である。図 2 より 3 種のピークに明確

に分離できたことにより Frisch グリッド電離

箱と同様の信号処理が得られた。電極構造や電

極幅などの最適化と低雑音の電子回路により、

更なる分解能の向上を目指す。 

 

図 1 実験概要図と電極構造 

 
図 2 エネルギースペクトル 
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